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災
害
対
策
事
業
の
計
画
＇
実
施

記
念
物
は
り
種
別
と
し
て
は
史
跡
・
名
勝
，

天
然
記
念
物
か
ら
な
り
ま
す
。
史
跡
と
い
っ
て

も
、
社
寺
や
I
E
i
宅
、
城
跡
の
よ
う
に
帥
上
に
存

続
し
て
き
た
も
の
と
、
集
落
遺
跡
な
ど
の
よ
う

に
地
下
に
埋
載
さ
れ
て
き
た
も
の
が
あ
り
ま
す

r.

名
勝
は
、
自
然
名
勝
と
庭
国
に
代
表
さ
れ
る
入

文
名
勝
に
大
き
く
区
分
さ
れ
ま
す
。
ま
た
天
然

る
被
害
が

増
加
し
、
文
化
財
の
災
害
対
策
が
重
要
課
題
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
か
、
文
化
庁
で
は
、
文

化
財
の
防
災
対
策
、
災
害
に
煤
し
て
の
応
急
処

筐
や
復
旧
に
つ
い
て
、
さ
ま
さ
ま
な
対
策
を
冥
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記
念
物
は
、
勘
物
、
植
物
、
地
質
鉱
物
に
大
判

さ
れ
ま
す
。
天
然
記
念
物
の
一
邪
を
除
い
て
は

本
質
的
構
成
要
素
の
多
様
性

土
地
に
密
着
し
ん
「
不
動
産
文
化
財
」
と
総
括

で
き
る
も
の
の
、
各
種
別
に
お
い
て
も
個
々
の

外
形
や
存
在
形
態
は
千
差
万
加
で
す
。
あ
わ
せ

て
、
そ
れ
ら
を
楷
成
す
る
本
質
的
構
成
要
素
も

ま
た
多
様
で
す
。
し
心
が
っ
て
、
こ
紅
ら
の
多

棒
な
本
質
的
構
成
要
素
を
災
害
か
ら
守
り
、
あ

る
い
は
被
災
し
た
場
合
に
復
旧
を
図
る
に
あ
た

し
て
は
各
腫
の
耐
風
・
耐
霞
補
強
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
特
に
、
筵
造
物
の
耐
風
よ
町
震
対
策
に

つ
い
て
は
、
「
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
耐
霊
診

断
指
針
」
に
韮
づ
く
診
断
を
行
っ
た
う
え
で
の

対
策
の
検
討
が
必
要
で
す

C

ま
た
、
豪
雨
・
地

震
等
に
起
因
す
る
土
砂
災
害
に
つ
い
て
は
、
史

跡
。
名
勝
。
天
然
記
念
物
の
基
盤
地
形
ま
た
は

構
成
要
素
と
し
て
の
斜
面
地
等
が
被
災
対
象
と

な
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
は
各
種
の
斜
面
保
護

工
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
病
虫
害
に
つ
い
て
は
、
史

跡
：
名
勝
の
構
成
要
素
ま
た
は
天
然
記
念
物
で

あ
る
樹
木
等
、
史
跡
・
名
勝
の
構
成
要
素
で
あ

る
建
造
物
等
の
部
材
の
木
材
等
が
被
害
対
象
で

あ
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
は
薬
剤
等
に
よ
る
各

種
病
虫
害
防
除
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
不
幸
に
し
て
被
災
し
た
場
合
、
史
跡
，

名
膀
の
構
成
要
素
で
あ
る
建
造
物
に
つ
い
て
は
、

重
要
文
化
財
嬬
造
物
に
準
じ
る
復
旧
が
必
要
で

あ
り
、
ま
た
土
砂
災
害
を
受
け
た
斜
面
地
等
で

は
各
種
補
強
土
エ
等
を
併
用
し
た
地
形
復
元
が

原
則
と
し
て
求
め
ら
れ
ま
す
。

災
害
対
策
事
業
を
計
画
・
実
施
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
十
分
な
調
査
に
基
づ
い
た
計
酉
を
立

詑
し
て
い
ま
す
。

文
化
財
の
災
害
対
策
を
考
え
る
上
で
大
き
な

契
俵
と
な
っ
た
阪
神
＇
淡
路
大
雲
災
か
ら
今
年

で
丸
一

0
年
を
迎
え
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
、

記
念
物
、
文
几
財
建
造
物
、
笑
術
工
芸
品
の
災

害
対
策
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
n

案
し
、
適
正
な
設
計
と
確
実
な
施
工
を
行
う
こ

と
が
必
須
で
す
。
さ
ら
に
、
事
業
実
施
後
の
施

設
・
設
備
の
維
持
管
理
や
巡
視
。
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
等
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
、
事
業
の
実

効
性
を
担
保
す
る
う
え
で
強
く
ヽ
求
め
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た
事
業
の
流
礼
を
、
土
砂

災
害
対
策
を
例
に
と
っ
て
も
う
少
し
具
休
的
に

述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

工
砂
災
害
対
策
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
基

本
的
な
調
査
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
災
害
記

録
等
の
履
歴
鯛
査
、
亀
裂
の
発
生
や
湧
水
の
有

無
ま
た
は
植
生
等
を
蜆
地
で
確
認
す
る
地
表
跨

査
、
地
盤
強
度
や
地
層
構
成
を
知
る
た
め
の
地

質
調
査
、
当
該
地
の
測
量
お
よ
び
広
域
地
形
把

土砂災害対策としての法面保謹工事（史跡九戸城跡・

岩手燥二戸市） 写真提供：二戸市教育委員会
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は
じ
め
に

っ
て
は
、
そ
の
特
性
に
応
じ
た
多
椋
な
方
策
と

技
術
が
要
求
さ
汎
る
わ
け
で
す

c
~

記
念
物
に
お
い

ら
な
い
災
害
そ
の
被
災
対
泉
と
な
る
記
念
物

の
お
も
な
構
成
要
素
お
よ
び
対
策
の
概
要
を
ま

と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す

3

ま
ず
、
火
災
・
落
雷
に
つ
い
て
は
、
史
跡
・

名
謄
の
糊
成
要
素
で
あ
る
建
造
物
等
＼
史
跡
・

そ
の
対
噸
と
し
て

は
防
火
水
槽
，
消
火
設
備
・
目
動
火
災
報
知
g
-
[

避
雷
針
等
の
設
置
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た

地
芦
竺
強
風
等
に
起
因
す
る
倒
壊
，
崩
埃
に
つ

い
て
は
、
史
跡
：
名
肪
（

造
認
等
、
史
跡
。
名
勝
（

然
記
念
物
で
あ
る
樹
木
、

城
郭
等
の
石
垣
、
古

そ
の
対
策
と

檻
を
目
的
と
し
た
測
量
詞
査
、
地
下
水
位
の
変

動
等
を
一
定
期
間
既
測
す
る
観
測
調
査
等
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
各
種
調
査
は
、
計
酉
策
定

要
な
も
の
で
す
。

て
き
わ
め
て
霊

す
な
わ
ち
、
調
査
結
果
に
基

づ
い
て
土
砂
災
害
発
生
の
可
能
性
や
災
害
発
生

時
の
史
跡
等
へ
の
影
響
お
よ
び
入
的
被
害
を
適

切
に
評
価
し
、
そ
の
結
果
に
応
じ
た
対
策
を
選

択
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
土
砂
災
害
対

策
は
、
星
体
的
に
は
落
石
防
止
エ
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
構
造
物
等
に
よ
る
構
追
物
工
、
植
物
を
用

い
た
植
生
一
ー
一
と
い
っ
た
工
事
を
行
う
こ
と
に
な

る
わ
け
で
す
が
、
第
一
に
史
跡
等
の
構
成
要
素

の
保
存
と
入
的
被
害
防
止
を
優
先
し
た
う
え
で
、

景
銅
に
も
十
分
配
慮
し
た
エ
法
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
つ
ま
り
、
安
全
性
や
史
跡
保
存
の
観
点
か

ら
絶
対
に
不
可
欠
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
擁
壁

工
等
の
構
造
物
工
の
実
施
も
や
む
を
え
ま
せ
ん

し
、
連
続
繊
維
補
強
土
工
な
ど
の
緑
化
基
盤
の

機
能
も
併
せ
持
つ
工
法
が
適
同
可
能
で
あ
れ
ば

景
観
面
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
工
法
の
採
用
が
求

め
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
史
跡
等
の
本
質

に
鑑
み
切
土
等
の
地
形
改
変
は
可
能
な
限
り
避

け
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
施
工
に
あ
た
っ
て

，
ゴ
ズ
、
兌
／
、

T

ー
、
開
ー
、
V

で
の
作
業
も
多
い
こ
と
か

災
害
対
策
ふ
羹
害
復
旧

な

文
化
財
部

11竺3文化庁月報 2005.10 2005.'IO文化庁月報・： 10



文化財の災害対策，，・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・●.........'........................................ '...........念.......● ◎ふ O O • e o s e o e e o ● 0...... 笞らる•ら O ⑮ S O る⑭ 0 0 0 き 0 令.....,.鯰 0 令 eS O 笞●〇ぅ e●品 e

佐々木家住宅（島根農）地滑り対策工事

アンカーエ施工中
保
存
修
理
事
業

保
存
修
理
皐
業
で
は
建
造
物
の
経
年
に
よ
る

劣
化
の
回
復
が
図
ら
れ
ま
す
。
程
度
の
大
小
に

文
化
庁
に
よ
る
お
も
な
防
災
施
策

国
庫
補
助
事
業
に
よ
る
対
応

求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
施
工
後

は
、
＇
体
制
と
予
算
を
墜
え
て
計
国
的
に
維
持
管

理
を
実
腫
し
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
用
い
た
定

朗
的
な
巡
視
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
を
行
う
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
こ
う
し
た
一
連

の
事
業
を
円
滑
に
実
施
し
確
実
な
効
果
を
得
る

た
め
に
は
、
地
質
•
土
木
等
の
専
門
家
を
委
員

と
す
る
な
ど
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
的
な
観
点

か
ら
閲
与
し
て
も
ら
う
こ
と
も
露
要
で
す
c

文
化
財
建
造
物
と
災
害
対
策

中
で
生
活
、
生
産
、
宗
教
活
動
等
に
困
い
ら
礼

て
お
り
、
災
害
時
に
は
そ
こ
に
あ
る
人
命
ゃ
財

堂
の
保
設
が
第
一
義
と
さ
れ
ま
す
。
，
守
る
べ
き

貯
産
に
「
文
化
財
と
し
て
の
価
値
一
が
含
ま
れ

る
こ
と
が
、
文
化
財
の
災
害
対
策
に
固
有
な
条

録
記
念
物
俣
存
整
備
事
業
で
対
応
し
て
い
ま
す
Q

補
助
対
象
経
費
に
対
す
る
補
助
金
の
比
率
は
、

防
災
事
業
で
は
原
則
と
し
て
通
常
の
補
助
事
業

と
同
様
で
五

0

%
、
災
害
復
旧
で
は
そ
の
緊
急

杜
等
に
鑑
み
通
常
の
比
率
に
二
つ
ポ
イ
ン
ト
を

加
え
原
則
と
し
て
七
0
％
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
史
跡
等
：
・
登
録
記
念
物
保
存
整
備
国

庫
情
助
事
業
に
お
い
て
は
、
槃
急
の
災
害
復
旧

に
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

史
跡
等
の
保
存
を
確
実
に
し
、
災
害
発
生
に
よ

る
人
的
被
害
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
火
災
＇

落
雷
対
策
や
地
震
知
策
｀
，
土
紗
災
害
対
策
等
の

災
害
対
策
に
資
す
る
防
災
募
業
お
よ
び
災
害
災
害
対
笈
関
連
事
業
を
優
先
的
に
採
択
す
る
方

復
旧
は
、
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
史
跡
等
＇
蓋
針
を
採
っ
て
い
ま
す
。
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件
を
与
え
て
い
ま
す
。

宥
形
文
化
財
と
し
て
の
建
造
物
は
、
個
，
マ
の

謡
材
に
過
去
の
技
術
や
様
式
な
と
、
設
が
回
の

建
造
物
の
発
畏
の
証
左
を
遺
し
て
い
ま
す
。
災

害
に
よ
る
部
村
や
冗
状
の
損
惚
は
、
文
化
財
の

価
値
に
影
響
し
得
る
た
め
、
災
害
対
策
で
は
予

防
と
被
害
軽
減
の
拾
置
が
特
に
霊
要
で
す
。

歴
史
的
建
造
物
は
数
々
の
災
害
を
切
灯
抜
け

ら、

か
か
わ
ら
ず
、
き
損
は
災
害
埒
に
重
大
な
被
害

を
招
：
要
因
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
大
規
模

害
の
程
度
を
大
き
く
し
、
台
凰
で
は
葺
き
馨
え

し
や
す
い
こ

た
修
理
は
災
害
時
の
被
害
軽
減
に
一
4
i
P
J
欠
で
す
。

地
盤
や
基
礎
の
強
化
を
含
む
耐
震
性
能
向
上

の
揚
置
が
保
存
修
理
事
業
の
中
で
実
施
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

防
災
施
設
事
業

防
災
施
設
事
業
で
は
、
自
動
火
災
報
知
設
俯
、

消
火
設
備
、
避
雷
設
備
等
の
設
麗
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
自
動
火
災
絣
知
設
備
は
消
防

法
で
指
定
文
化
財
建
造
物
に
設
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
一
六
年
二
月
の
同
法
施

行
令
改
正
に
よ
り
、
建
造
物
の
用
途
等
に
応
じ

て
逃
証
設
備
な
ど
の
設
置
義
務
も
生
じ
ま
し
た
。

火
災
の
予
防
、
早
期
発
見
、
迅
速
な
初
期
消

火
を
確
実
に
す
る
た
め
に
は
、
設
備
の
設
置
に

加
え
、
ゾ
フ
ト
面
で
の
対
策
、
意
識
の
啓
発
を

含
む
総
合
的
な
防
火
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

文
化
庁
で
は
防
災
施
設
事
業
を
通
し
、
防
人
管

理
体
制
や
初
期
消
火
計
両
等
の
策
｛
一
竺
見
直
し

も
奨
励
し
て
い
ま
す
。

て
き
ま
し
た
が
、
現
時
点
で
ど
の
程
度
の
耐
力

を
保
持
し
て
い
る
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
c

重

要
文
化
財
建
造
物
の
場
合
、
保
存
修
四
の
械
会

に
耐
震
性
能
等
を
測
定
し
、
構
造
上
の
強
化
を

区
り
ま
す
が
、
。
建
物
の
健
全
な
状
態
を
前
提
に

付
能
向
上
の
措
置
を
検
討
す
る
の
て
、
修
理
後

は
日
常
の
管
理
：
点
検
を
徹
底
し
、
建
物
を
良

好
な
状
態
に
保
つ
こ
と
が
求
め
ら
汎
ま
す
。

我
が
国
の
歴
史
的
建
造
物
の
大
半
は
木
造
で
、

檜
皮
、
こ
け
ら
、
茅
な
ど
の
植
物
性
の
屋
根
葺

材
忘
使
う
も
の
も
多
く
、
火
災
に
対
し
て
脆
弱

で
す
゜
部
村
の
焼
失
・
焼
損
は
灯
化
財
と
し
て

の
価
値
の
蛾
失
に
つ
な
が
り
、
火
災
に
対
す
る

伽
え
は
不
可
欠
で
す
。

建
造
物
は
、
土
地
と
切
り
離
せ
な
い
不
動
産

で
あ
る
た
め
、
安
仝
な
場
所
に
格
納
す
る
と
い

う
諮
想
が
と
礼
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
・
一
又
化
財
建

造
物
の
屁
辺
の
環
箋
に
：
い
て
も
、
良
好
な
状

態
を
保
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

又
化
庁
で
は
、
主
と
し
て
保
存
修
理
事
業
．
＇

防
災
施
設
事
業
、
環
境
保
全
事
業
の
一
―
―
つ
の
国

麿
補
助
事
業
を
通
し
て
、
重
要
文
化
財
違
造
物

の

所

有

者

等

に

よ

る

防

災

て

き
ま
し
た
。

環
境
保
全
事
業

環
境
保
至
事
業
で
は
、
言
要
文
化
財
建
造
物

柄
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
火
除
地
の
設
定
、
消

防
道
路
の
整
備
な
ど
、
防
火
上
必
要
な
土
地
の

盟
備
が
そ
の
一
例
で
す
。

崩
壊
や
地
す
べ
り
の
危
険
が
あ
る
領
斜
地
の

竪
備
、
建
造
物
が
建
つ
地
盤
の
石
垣
等
の
積
み

直
し
、

雨
水
排
水
施
設
の
設
置
・
改
修
な
ど
、

文
化
財
周
辺
の
土
地
・
エ
作
物
の
整
備
は
事
業

の
中
核
を
成
す
も
の
で
す
。
こ
の
中
に
は
、
倒

木
や
落
枝
の
恐
れ
が
あ
る
樹
木
の
伐
採
、
枝
打

ち
‘
樹
勢
回
復
な
ど
の
措
置
や
、
そ
の
対
策
に

必
要
な
樹
木
診
断
も
合
ま
れ
ま
す
。

に
必
要
な
事

防
火
や
防
犯
に
要
す
る
椙
や
塀
‘
，
百
塔
や
小

社
殿
等
を
墨
国
か
ら
保
護
す
る
置
屋
な
ど
、
文

化
財
の
保
存
施
設
の
畏
備
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

前
述
の
一
二
事
業
は
、
包
括
的
な
保
芦
管
理
計

面
を
有
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
率
的
、
効
果
的

な
危
機
管
理
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

c
1

例
え
ば
、
地
霞
は
建
物
の
倒
壊
に
加
え
火
災

な
ど
の
二
次
災
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
耐
麗
や

防
火
、
非
謡
誘
導
の
措
置
は
、
文
化
財
建
造
物

保
存
活
用
計
画
と
危
機
管
理
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日 の
用
途
や
収
容
・
人
数
と
関
わ
る
も
の
で
す
。
必

要
な
設
備
の
設
置
に
お
い
て
は
、
文
化
財
の
価

値
や
敷
地
景
観
の
特
徴
に
対
す
る
十
分
な
理
焙

が
不
可
欠
で
す
。

文
化
庁
で
は
平
成
一

0
年
度
に
「
重
要
文
化

討
保
存
活
用
計
阿
策
定
指
針
」
ん
定
め
、
保
存

管
理
、
環
境
保
全
，
，
防
災
、
活
用
を
含
む
保
設

の
総
合
計
圃
の
策
定
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

平
成

l

三
年
度
に
は
耐
震
性
能
を
把
煽
す
る

た
め
の
「
霞
要
文
化
朗
耐
震
診
断
指
針
」
定
策

定
し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
そ
の
一
部
の
実

施
に
つ
い
て
虞
要
文
化
財
建
造
物
耐
震
謬
断
事

業
と
し
て
国
摩
補
助
定
行
っ
て
い
ま
す
。

ろ
か
ら
の
備
え

文
化
財
建
造
物
は
多
様
で
す
。
仰
々
の
価
値

や
立
地
条
件
に
合
っ
た
保
存
活
用
計
画
が
求
め

ら
れ

．．
 

計
画
に
即
し
て
建
造
物
や
そ
の
防
災
設

備
の
維
持
管
理
を
徹
底
し
、
災
宮
時
の
行
動
に

つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
想
宅
し
て
訓
煉
を

積
ん
で
お
く
こ
と
が
重
委
で
す
。
文
化
財
防
八

デ
ー
（
毎
年
一
月
二
六
日
）
で
は
、
各
地
で
消-

(
 

い
ま
す
。

京都板列八幡神社の収蔵庫

近
年
、
過
疎
化
ゃ
高
齢
化
が
進
む
中
て
、
文

災
文
化
財
の
修
復
に
つ
い
て
の
技
術
的
。
資
企

的
援
助
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か
が
課
題
と

な
り
ま
す
。
文
化
庁
で
は
、
被
災
地
情
報
を
早

期
に
把
握
し
，
襄
地
で
の
被
災
文
化
財
の
安
全

確
保
に
つ
い
て
各
自
治
体
、
博
物
誼
等
の
専
門

臓
員
と
常
に
連
箱
を
と
れ
る
状
態
を
保
ち
、
文

化
財
の
緊
急
避
雛
に
つ
い
て
の
協
力
体
制
も
す

ゞ
ヽ
に
立
ち
上
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
ま
す
e

ま
た
、
修
復
が
必
要
と
な
っ
た

文
化
財
に
対
し
て
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
に
つ

い
て
は
叉
害
対
応
の
補
助
事
業
を
迅
速
に
起
こ

す
体
制
を
整
え
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
美
術
工
芸

防
災
意
識
の
向
上
と
防
災
対
策

化
財
所
有
者
の
み
で
は
十
分
な
管
理
が
行
え
な

い
文
化
財
建
造
物
が
増
え
て
い
ま
す
。
文
化
財

が
地
域
社
会
の
星
か
な
発
展
に
寄
与
し
、
高
ま

ー
；
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美
術
工
芸
品
の
災
害
対
策
等
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い
う
ま
で
も
あ
灯
ま
せ
ん
。

自
然
と
景
観
に
恵
ま
れ
た
日
本
は
、
地
震
や

芦
風
に
よ
る
水
害
な
ど
＼
自
慇
災
害
を
受
け
る

機
会
も
多
い
国
で
す
。
こ
う
し
た
環
境
に
加
え

て
我
が
国
の
文
化
財
、
と
り
わ
け
笑
宵
工
芸
品

は
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
木
や
紙
、
さ
ら
に
漆
な

ど
、
非
常
に
環
境
変
化
に
弱
い
素
材
で
で
き
て

い
る
と
い
う
”
弱
占
炉
も
抱
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
日
常
の
保
存
管
理
を
含
め
て
｀
常
に

直
面
す
る
可
能
性
の
あ
る
災
害
に
つ
い
て
、
そ

の
危
験
を
予
測
し
、
防
止
す
る
万
策
を
謂
じ
―
5

こ
と
、
ま
た
不
幸
に
し
て
岐
災
し
て
し
ま
っ
だ

場
合
に
、
で
さ
る
限
VI
の
最
善
な
救
済
策
を
模

宗
し
て
、
そ
れ
を
た
だ
ち
に
実
行
で
き
る
よ
う

に
体
刷
を
驚
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
対
策
は
、
机
ヒ
論
だ
け
で

ほ
実
衰
し
欝
く
、
勢
い
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
踏

ま
え
た
実
際
的
な
戦
略
が
必
要
に
な
る
こ
と
は

品
に
つ
い
て
も

-
N
P
o
怯
入
や
、
民
間
の
協
力

者
と
の
情
報
交
換
を
行
っ
て
、
資
金
面
や
技
術

面
で
、
つ
ね
に
最
良
な
修
復
が
実
現
す
る
よ
う

に
指
導
助
言
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
、
美
術
工
芸
品
の
防
災
対
策
の

啓
発
晋
及
も
重
要
な
仕
事
で
す
。
具
体
的
に
は

被
災
事
冽
を
も
と
に
し
た
文
化
財
収
蔵
庫
の
設

計
へ
の
助
言
，
博
物
館
等
に
お
け
る
屋
示
文
化

財
の
安
全
対
策
へ
の
指
導
な
ど
が
そ
の
内
容
で

す
。
特
に
後
者
は
、
畏
示
ケ
ー
ス
ヘ
の
免
震
台
の

導
入
、
さ
ら
に
支
持
具
や
テ
グ
ス
に
よ
る
緊
縛
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
た
文
化
財
防
災
へ
の
，
フ

，
ー
ル
セ
？
ー
フ
＂
思
想
の
啓
発
等
が
あ
け
ら
れ
，
ま

す
。
さ
ら
に
水
害
等
を
想
定
し
た
文
化
財
収
蕨

場
所
の
見
直
し
、
ま
た
火
災
を
想
定
し
た
防
火

対
策
の
拡
退

9

防
火
区
回
の
見
直
し
や
克
検
の

励
行
な
ど
も
、
常
に
美
術
工
芸
品
の
管
理
者
に

働
き
か
け
て
い
る
課
題
で
あ
り
ま
す
。

所
有
者
や
管
理
団
体
に
よ
る
保
存
施
設
の
殷

置
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
こ
れ

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
襲
体
構
造
は
二
時
間
耐

火
性
能
を
臭
え
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の

堅
牢
な
建
物
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
ま

美
術
工
芸
品
の
特
質

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
か
ら
、
．
被
災
文

化
財
に
つ
い
て
の
レ
ス
キ
ュ
ー
思
想
が
酸
成
さ

れ
、
｀
眸
年
の
中
越
地
震
の
除
に
に
，
，
こ
九
が
有

効
に
横
能
し
ま
し
た
。
実
際
に
は
、
①
被
災
直

後
に
お
け
る
文
化
財
の
情
報
把
渥
の
夕
，
4

＇ミン

グ
、
②
余
霞
や
火
災
等
の
二
次
被
害
防
止
と
披

災
文
化
財
の
回
収

C

緊
急
避
難
に
関
す
る
指
導

助
言
、
⑤
修
復
に
対
す
る
直
接
の
長
助
等
が
そ

の
内
容
で
す
。

こ
の
う
ち
、
①
は
い
ち
早
い
被
災
地
の
惰
諒

把
握
が
鍵
を
摺
り
ま
す
が
、
現
実
に
は
人
命
優

先
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
い
か
に
早
期
に
、
的

確
に
そ
の
疲
会
を
捉
え
る
か
、
②
は
硯
地
の
専

門
家
か
ら
提
供
さ
れ
る
情
報
を
も
と
に
、
文
化

計
の
被
災
拡
六
を
い
か
に
防
げ
る
か
、

9

③
は
実

際
に
現
地
に
お
け
る
餃
災
状
態
の
把
握
と
、
帳

た
施
設
内
の
安
置
台
へ
の
免
震
装
置
の
取
付
け

等
も
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

ま
た
仏
堂
等
、

て
ゆ
く
こ
と
の
意

義
が
重
視
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し

た
場
合
に
は
保
存
施
設
を
建
設
す
る
か
わ
り
に
、

9

入
災
へ
の
対
応
を
目
的
と
し
た
自
動
火
災
報
知

器
。
貯
水
槽
ふ
明
火
殷
備
や
梢
防
道
路
等
の
設

置
，
文
化
財
を
収
蔵
す
る
来
指
定
建
造
物
の
屋

根
替
え
、
背
後
に
崖
を
ひ
か
え
る
場
合
の
擁
壁

工
事
な
ど
を
、
国
庫
補
助
に
よ
る
防
災
施
設
設

置
事
業
と
し
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

美
術
工
芸
品
は
、
史
跡
な
ど
と
は
異
な
り
．

9

ご
く
一
部
の
例
外
を
除
い
て
人
が
任
意
に
そ

の
所
在
の
場
所
を
動
か
す
こ
と
の
で
き
る
”
動

産
文
化
財
“
で
す
。
こ
れ
は
翻
っ
て
考
え
れ
ば
、

9

所
蔵
者
（
管
理
者
）
が
常
に
文
化
財
に
つ
い
て

の
防
災
意
識
を
も
ち
、
そ
の
危
機
管
理
の
具
体

的
な
対
策
を
普
段
か
ら
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
被
災
を
か
な
り
の
部
分
軽
減
で
き
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
ゎ
起

こ
り
う
る
＂
災
害
を
想
定
し
、
そ
れ
ら
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
回
避
対
策
を
事
削
に
た
て
て
お

く
こ
と
、
そ
れ
が
貴
重
な
美
術
工
芸
品
を
次
檻

代
に
残
す
、
私
た
ち
の
役
割
な
の
で
す
。

実
際
の
災
害
事
例
に
学
ぶ

て

る
地
域
力
が
地
域
防
災
の
強
化
へ
と
つ
な
が
り
、
』

地
域
で
文
化
財
を
災
害
か
ら
守
る
意
識
と
体
制
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寄
稿

昨
年
へ
新
潟
県
で
お
き
た
中
越
地
塵
や
版
島

神
社
を
は
じ
め
と
し
た
台
風
の
絨
害
な
ど
、
木

造
建
造
物
な
ど
の
文
化
財
に
警
し
い
披
害
が
で

て
い
ま
ず
。
ま
た
｀
海
外
で
も
ス
マ
ト
ラ
沖
地

震
の

51き
起
こ
し
た
大
津
設
に
よ
っ
て
多
く
の

入
命
と
住
居
が
一
瞬
の
う
ち
に
消
え
去
っ
て
し

ま
し
ま
し
た
。
多
く
の
炎
害
は
人
間
の
予
測
を

は
る
か
に
超
え
た
規
模
と
速
さ
で
や
っ
て
き
ま

す
。
地
震
落
雷
＼
津
波
な
ど
の
自
然
災
害
や

入
事
な
ど
人
間
が
原
因
で
起
こ
る
炎
害
は
、
穏

た
ち
を
敗
り
巻
く
生
后
胴
の
中
に
い
つ
起
こ
っ

て
も
不
思
謡
一
ぐ
な
い
状
況
で
あ
る
と
い
っ
て
さ

し
つ
か
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

い
か
に
制
御
し
文
化
財
の
安
全
性
を
確
保
す

る
の
か
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
で
す
。

阪
神
恢
路
大
震
災
か
ら
の
復
興
が
進
む
中
で
、

昨
年
の
新
潟
県
中
越
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
地

震
災
害
が
日
本
各
地
で
坦
こ
り
、
さ
ら
に
世
界

文
化
遣
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
広
島
県
の
厳
島

神
社
で
は
台
風
に
よ
る
披
害
が
起
き
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
被
災
の
調
査
の
ほ

か
に
研
究
会
を
閲
催
し
て
、
さ
ま
さ
ま
な
予
防

や
対
処
に
関
し
て
の
情
報
収
築
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。平

成
一
七
年
一
月
二
八
日
（
金
）
に
は
第
一

回
「
文
化
財
の
防
災
計
回
に
関
す
る
研
究
会
ー

文
化
財
防
災
へ
の
道
ー
」
と
題
し
た
研
究
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
本
研
究
会
で
は
文
化
財
防
災

の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
か
ら
、
現

状
の
報
告
を
い
た
だ
き
、
今
後
の
謀
題
に
つ
い

て
の
情
報
交
換
と
討
議
を
行
い
ま
し
た
。
研
究

発
表
で
は
、
総
論
と
し
て
東
京
文
化
財
研
究
所

修
復
技
術
部
の
内
田
応
用
技
術
研
究
室
長
か
ら

「
文
化
財
防
災
研
究
会
の
背
景
」
と
題
し
た
発
表

を
行
い
ま
し
た
。
内
容
は
、
明
治
―
―
1
0
年
の
古

社
寺
保
護
法
か
ら
の
文
化
財
防
災
の
屈
史
、
阪

神
淡
路
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
地
震
災
害
の

状
況
、
四
天
王
寺
や
室
生
寺
を
お
そ
っ
た
台
風

文
化
財
防
災
へ
の
道

地
震
や
台
風
な
ど
の
災
害
時
に
は
、
＇
は
じ
め

に
克
齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
の
弱
者
を
対
象
に
救

抜
活
動
が
行
わ
れ
ま
す

C'

ま
た
．
‘
宣
料
や
住
居

の
確
侃
と
と
も
に
外
部
か
ら
の
侵
入
者
へ
の
対

応
な
ど
、
人
的
支
羨
を
行
わ
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
板
災
者
の
生
命
線
の
硝
保
が
で
き
た
あ

と
に
文
化
財
な
ど
の
破
害
調
査
が
行
わ
札
ま
ず
。

被
害
調
査
は
、
ま
ず
建
造
物
か
ら
は
し
ま
り
、

一
般
住
宅
や
文
化
財
建
造
物
を
問
わ
ず
行
い
ま

す
。
先
年
の
詞
潟
県
中
包
鈍
震
の
腎
に
小
手
五

市
で
行
っ
た
翫
査
で
は
震
仄
直
後
に
重
要
文

化
財
の
「
危
沼
神
社
阿
弥
陀
室
」
の
東
南
隅
柱

と
山
門
の
応
急
補
強
が
、
神
註
氏
子
と
地
元
の

被
災
状
況
、
さ
ら
に
火
災
や
雪
に
よ
る
鼓
害
な

ど
、
防
災
に
関
す
る
隔
要
に
つ
い
て
発
表
い
た

し
ま
し
た

C

総
論
の
一
う
目
は
、
文
化
庁
建
造

物
課
か
ら
村
田
主
任
文
化
財
調
査
官
を
迎
え
、

「
重
要
文
化
貯
建
造
物
防
災
の
現
状
と
課
題
」
に

つ
い
て
請
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
は
、
＇
重

要
文
化
財
建
造
物
の
種
類
と
件
数
、
日
本
の
文

化
財
建
造
物
の
特
徴
お
よ
び
保
存
状
況
な
ど
に

つ
い
て
、
行
政
の
立
場
か
ら
報
告
t
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

研
究
会
で
は
各
論
と
し
て
阪
神
・
淡
路
大
晨

災
を
当
時
神
戸
市
立
博
物
館
学
芸
員
と
し
て
体

験
し
た
、
京
都
国
立
博
物
館
学
芸
課
長
の
森
田

稔
氏
か
ら
「
地
震
か
ら
文
化
財
を
ま
も
る
ー
阪

神
・
淡
路
大
霊
災
か
ら
の
教
訓
ー
」
と
題
し
て

発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
は
、
博

物
館
の
収
蔵
庫
内
の
被
災
状
況
、
展
―
―
小
室
に
お

け
る
免
震
装
置
と
被
災
作
品
、
被
災
一

0
年
後

に
開
館
す
る
九
州
国
立
博
物
館
の
建
物
免
襲
の

採
用
な
ど
、
大
地
震
か
ら
の
教
訓
が
博
物
館
。

美
術
館
の
将
来
に
生
か
さ
れ
た
実
例
を
あ
げ
て

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
財
建
造
物

保
存
技
術
協
会
の
焉
村
功
一
氏
か
ら
、
昨
年
度
、

複
数
の
大
型
台
風
に
よ
り
被
災
し
た
厳
島
神
社

で
の
台
風
の
上
陸
経
路
や
そ
の
対
応
な
ど
、
今

研

会
工
務
庁
と
の
協
力
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

九
ら
の
初
姻
対
応
は
、
文
化
財
の
調
査
以
前
に

地
元
の
入
々
の
協
力
で
迅
息
に
行
わ
れ
た
貴
重

な
例
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
美
術
品
や
工
芸

品
な
ど
屋
内
て
保
管
さ
九
て
い
る
文
化
財
に
つ

い
て
は
建
造
物
の
あ
こ
に
被
害
調
査
が
行
わ
れ

て
い
立
す
c

東
京
文
化
財
研
究
所
で
は
、
平
成
一
五
年
度

か
ら
ー
文
化
財
の
防
災
計
阿
に
関
す
る
調
査
研

究
」
を
は
じ
め
ま
し
た
。
文
化
財
に
お
け
る
災

害
に
は
、
地
震
、
台
凰
、
落
昏
な
ど
自
然
発
生

的
な
災
害
の
ほ
か
に
、
火
災
、
盗
輯
な
ど
の
入

為
的
な
災
害
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
災
害
を

佼
の
課
題
と
将
来
へ
の
展
望
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

火
災
か
ら
の
被
署
に
つ
い
て
は
京
都
お
よ
び

奈
良
市
の
消
防
署
か
ら
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
京
都
市
消
防
局
の
秋
葉
洋
氏
か
ら
は
、
文

化
財
の
火
災
予
防
対
策
、
寺
社
な
ど
の
自
主
防

火
管
理
対
策
、
市
民
と
と
も
に
行
っ
て
い
る
文

化
財
市
民
レ
ス
キ
ュ
ー
体
制
の
構
築
な
ど
、
最

前
線
で
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

奈
良
市
文
化
財
防
災
官
の
奥
田
政
信
氏
か
ら
は
、

奈
良
市
の
文
化
財
防
災
に
つ
い
て
世
界
文
化
遺

産
周
辺
の
対
策
か
ら
、
①
女
性
防
災
ク
ラ
ブ
の

活
動
、
②
小
塑
動
カ
ポ
ン
プ
の
配
備
と
活
用
、

③
消
防
水
利
の
配
置
基
準
の
強
化
、
④
消
防
活

動
空
地
の
確
保
な
ど
、
市
街
地
を
取
り
巻
く
閏

題
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
究
発
表
終
了
後
、
総
合
討
議
を
行
い
ま
し

た
。
短
い
発
表
時
間
で
は
話
せ
な
か
っ
た
問
題

や
災
害
に
つ
い
て
の
質
問
な
ど
参
加
者
一
人
ひ

と
り
に
よ
る
き
め
細
か
い
対
応
が
あ
り
、
次
回

の
研
究
会
へ
の
橋
渡
し
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

妍
究
会
の
詳
し
い
内
容
は
平
成
一
七
年
度
報
告

警
と
し
て
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

東京文化財研究所

修復技術部長

加藤寛
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璽事例紹介舅

被災直後の長谷寺本堂

「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来
る
」
と
言
い

ま
す
が
、
奈
良
県
内
の
倒
木
に
よ
る
文
化
財
建

造
物
の
設
害
は
．
，
忘
れ
る
間
も
な
く
平
成
一
〇

年
ー
＼
一
五
年
の
間
に
三
度
金
生
し
ま
し
た
。

平
成
一

0

年
九
月
、
台
風
七
号
の
強
厨
に
奈

良
県
―
，
ド
の
国
指
定
・
県
指
定
の
文
化
財
建
造
物

五
0
棟
余
り
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
な
か
で
も
室
生
寺
五
重
塔
（
固
宝
，
室
生

杓
）
、
博
百
神
社
本
殿
（
重
文
葛
城
市
）
、
天

洞
神
社
本
殿
（
県
指
定
•
吉
野
町
）
は
倒
木
で

台
風
七
号
の
災
筈
を
契
観
と
し
て
、
翌
―
i

年
一
月
に
国
庫
補
助
に
よ
る
危
険
木
対
策
が
環

境
保
金
事
業
に
紐
み
込
ま
訊
、
こ
れ
を
受
け
て
、

県
下
で
七
件
の
事
棠
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
災
害
復
旧
工
事
と
環
壕
保
全
事
業
忍
よ
う

や
く
終
え
た
一
五
年
三
月
、
長
谷
寺
本
堂
二
裏

文
・
桜
井
市
）
、
、
シ
イ
の
大
木
が
倒
れ
、
西
北

。
二

m‘

樹
高
一

五
m

以
上
、
樹
齢
一
〇
〇
印
を
超
え
る
シ
イ
の

木
で
、
南
向
き
に
斜
面
下
方
に
向
か
っ
て
校
こ

そ
ぎ
倒
れ
、
本
裳
西
北
隅
の
軒
廻
り
を
大
破
さ

せ
ま
し
た
へ
）
軒
を
支
え
る
地
隅
木
や
桔
木
は
、

輯
桁
付
近
で
完
全
に
折
れ
、
屋
楓
瓦
は
も
ち
ら

ん
茅
負
、
飛
愴
隅
木
も
落
下
し
、
化
粧
並
木
等

の
軒
廻
灯
材
は
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
ま
し
た
C

西

北
隅
の
小
屋
約
材
は
折
れ
、
西
妻
の
屋
相
は
煎

方
へ
押
し
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
非
常
に
大
き

な
力
が
加
わ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

長
谷
寺
で
の
倒
木
は
、
ど
の
よ
う
な
原
因
に

よ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
ら
か
。

ン
イ
の
木
は
急
斜
面
に
生
え
、
表
土
は
崩
落

し
や
す
い
土
壌
で
、
長
雨
で
地
盤
に
緩
み
が
生

じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
木
の
根
は
細
い

も
の
が
横
に
広
が
る
だ
け
で
、
主
根
が
地
中
深

＜
挿
し
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

の
中
心
部
に
は
腐
朽
に
よ
る
空
洞
化
が
見
ら
汎
、

樹
勢
も
衰
え
て
い
た
と
言
え
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
種
．
々
の
要
因
が
重
な
り
、
事
敵
へ
つ
な
が
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

倒
木
災
害
は
防
げ
る
で
し
ょ
う
か
。

防
げ
る
か
倒
木
災
害

畏
谷
寺
本
堂
の
被
害

]

9

i
 

｀
口
な
か
っ
た
長
谷
寺
本
堂
の
被
害

た
び
か
さ
な
っ
た
倒
木
災
害

を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

倒
れ
た
の
は
、
目
通
径
一

,

1

|

1

]

 

奈

良

原

教

育

委

員

会

文

化

財

保

存

蘊

諮

所

所

長

胃

今

西

良

男

i

,~, 

隅
の
軒
部
分
を
大
破
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
翌
一

六
年
六
月
、
台
風
六
号
の
強
夙
で
王
置
神
社
祉

務
所
お
よ
び
台
所
（
重
文
・
十
津
川
村
）
ヘ
ス

ギ
の
大
木
（
県
指
定
天
然
記
念
物
）
か
ら
枝
が

落
ち
、
軒
先
を
破
損
し
ま
し
た
。

過
去
に
も
強
風
、
積
雪
等
を
原
因
と
す
る
倒

木
、
落
枝
で
文
化
財
笞
造
物
を
破
損
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
ど
続
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
定
。

長
谷
寺
は
奈
良
県
桜
井
市
初
瀬
に
所
在
す
る

古
刹
て
、
初
崩
山
の
向
斜
面
に
加
藍
を
開
き
、

中
腹
の
平
地
に
本
堂
を
建
て
、
古
く
か
ら
観
音

霊
場
と
し
て
多
く
の
信
仰
を
集
め
て
い
ま
す
。

本
堂
は
奈
良
時
代
に
創
建
さ
れ
、
現
本
堂
は
慶

安
三
年
（
一
六
五
0

)

に
徳
川
家
の
援
助
定
得

て
再
廷
さ
汎
た
大
塑
仏
堂
て
、
大
正
二
年
（
一

九
一
三
）
に
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
一
直
年
三
月
三
日
、
午
後
匹
時
半
頃
「
長

本
堂
一
の
復
旧
工
事
と
危
険
，
本
の
伐
採
や
法
一

9

回

強
化
工
事
は
、
平
成
一
五
年
度
の
国
庫
補
助
を

受
け
て
実
腫
し
、
翌
一
六
年
三
月
に
完
了
し
ま

日
に
至
る
修
理
等
の
沿
革
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
近
抵
初
期
の
大
型
本
堂
と
し
て
価
値
の

高
い
建
築
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
一
六
年
一

二
月
、
国
国
に
指
定
さ
れ
ま
し
だ
ー
）
「
災
い
」
を

「
福
」
に
転
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

害

谷
寺
本
堂
裏
山
の
木
が
倒
れ
、
本
掌
の
屋
根
が

壊
れ
ま
し
た
」
と
の
第
一
謡
が
奈
良
県
文
化
財

保
存
課
に
伝
え
ら
汎
ま
し
た
。
こ
の
事
実
を
知

っ
た
と
き
驚
き
と
い
う
よ
り
「
な
ぜ
」
と
い
う

尼
い
が
強
か
っ
之
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
強

い
風
が
吹
い
て
い
た
わ
け
で
も
な
く
、
た
だ
さ
ほ

ど
強
く
な
い
雨
が
敷
日
酋
か
ら
断
続
的
に
降
っ

て
い
ま
し
た
が
、
木
が
倒
九
る
と
は
思
い
も
よ

灯
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
堂
に
い
え
人
の
話
に
よ

札
ば
、
午
後
四
時
こ
ろ
「
ド
ド
，
＼
ン
」
と
い
う

六
き
な
音
が
本
堂
裏
側
か
ら
間
こ
え
、
鳶
い
て

外
へ
出
る
と
大
木
が
本
業
の
屋
根
へ
鮮
れ
か
か

っ
て
い
こ
と
の
こ
と
で
す
。

平
咬
一

0
年
の
台
風
災
害
後
、
長
谷
寺
で
は

本
宣
北
側
の
急
斜
面
の
所
々
に
岩
が
露
出
し
、

樹
木
の
根
が
岩
を
抱
き
込
ん
で
い
る
箇
所
が
あ

っ
て
、
倒
木
対
策
、
よ
り
も
落
石
対
策
が
急
幣
と

の
判
断
か
ら
、
落
百
防
設
柵
が
設
置
さ
汎
ま
し

た
。
今
回
の
本
骨
手
の
破
摂
は
予
想
こ

[

E

い
し
た
事

甑
で
、
目
慇
災
害
を
予
測
す
る
こ
と
の
帷
し
さ

大
き
な
木
は
文
化
財
と
一
体
と
な
っ
て
歴
史

よ
り
良
い

的
景
親
を
構
成
す
る
重
要
な
要
素
で
、
天
悠
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
木
も
あ
り
ま
す
C

県

内
の
お
も
だ
っ
た
寺
社
の
境
四
は
、
'

環
境
を
創
り
出
す
た
め
の
手
法
と
し
て
風
致
地

区
、
歴
史
的
風
土
保
存
地
区
、
史
跡
に
指
定
さ

れ
、
木
の
伐
採
や
斜
面
の
強
化
工
事
な
ど
は
許

可
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
木
は
生
き
物
で

あ
る
た
め
、
日
常
の
管
理
が
霊
要
で
、
成
り
行

き
ま
か
せ
の
状
態
で
は
文
化
財
や
周
囲
Crl
環
境

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
樹

勢
の
優
劣
ゃ
回
筏
性
、
土
壌
の
控
質
を
精
緻
に

観
察
し
、
そ
の
結
呆
に
基
づ
い
た
計
画
的
な
管

理
こ
そ
が
倒
木
災
害
を
回
避
す
る
効
果
的
な
方

注
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

今
思
え
ば
長
谷
寺
の
場
合
、
レ
ー
ダ
探
査
に

よ
る
樹
幹
の
空
洞
化
調
査
、
土
壌
調
査
、
地
盤

の
変
筐
計
測
、
枝
振
り
の
観
察
に
よ
る
根
の
張

り
具
合
の
推
測
な
ど
に
よ
っ
て
、
倒
木
の
兆
候

を
察
知
で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

倒
木
災
害
の
防
止
は
木
の
伐
採
で
一
見
可
能

に
見
え
て
も
、
実
は
色
々
な
根
が
箱
み
合
っ
た

課
題
と
い
え
ま
す
。
文
化
財
を
倒
木
災
害
か
ら

守
る
に
は
、
文
化
財
関
保
者
の
努
力
で
課
題
を

―
つ
ず
つ
乗
り
越
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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文化財の災害対策
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地
震
当
日
の
一
九
時
頃
か
ら
職
員
が
現
場
確

認
を
行
い
ま
し
た
が
、
連
続
す
る
強
い
余
震
と

停
電
の
た
め
、

二
0
誌
過
ぎ
に
作
業
を
断
念
。

翌
日
、
文
化
庁
・
県
坦
当
部
局
等
に
被
害
状
況

を
報
告
し
て
指
定
品
を
収
蔵
庫
に
格
納
し
、
以

後
、
復
旧
作
業
と
視
察
。
見
舞
い
等
の
対
応
に

追
わ
れ
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

ニ
八
日
に
は
、
県
文
化
行
政
謀
の
被
害
調
査

が
入
り
、
三

0
日
に
被
害
の
贋
況
を
ま
と
め
て
、

報
道
機
関
を
対
象
と
し
た
合
同
記
者
発
表
会
を

開
催
。
国
宝
を
は
じ
め
と
す
る
地
麗
被
害
の
現

襲
災
後
の
対
応

西 s...O • o 心念 oo•••••••••••••••oo••H ・ 0 ● ●令〇・〇喩● •••••••••••••••oo••o•••••••• ● 0 0 0 ・ら令嚇

’~99, 

新
潟
県
中
越
地
震
L

3

害
修
復
事
業

9

丁

日

町

市

博

拗

館

副

冒

竹

内

俊

道

＼

l

平
成
一
六
年
一

0
月
二
＝
―
-
日
夕
方
に
発
生
し

た
新
潟
累
中
饂
地
霞
で
、
十
日
町
市
で
は
一
七

時
五
六
分
こ
ろ
か
ら
―
一
時
間
ほ
ど
の
間
に
、
霞

度
六
弱
―
一
回
、
六
強
一
回
を
含
む
震
度
五
以
上

の
揺
れ
を
一

0
回
も
観
測
し
ま
し
た
。

新
潟
県
唯
一
の
国
宝
「
笹
山
遺
跡
出
土
深
鉢

形
土
器
五
七
点
（
附
八
七
一
怠
）
＇
一
を
収
蔵
晨
不

し
て
い
る
十
日
町
市
博
物
館
で
も
、
資
料
口
施

殷
と
も
に
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
幸

い
に
文
化
庁
は
じ
め
関
係
省
庁
の
迅
速
な
対
応

に
よ
り
、
地
畏
発
生
か
ら
半
年
で
河
と
か
施
設

は
復
旧
し
、
資
料
の
修
霰
の
目
途
も
立
っ
て
ホ

ソ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
て
い
ス
3

と
こ
ろ
で
す
。

本
稿
で
は
、
国
宝
土
器
を
叩
心
に
、
被
書
の

に
つ
い
て
製
告
し
ま
す
。

国
宝
の
被
害
状
況

深
鉢
。
浅
鉢
叫
土
碑
呵
（
六
一

破
梗
な
し

把
手
及
び
突
起
先
鰭
等
破
損

の
仕
椋
で
キ
ャ
ス
タ
、
I
付
竺
フ
ス
ケ
ー
ス
内
に

展
示
中
だ
っ
た
の
で
す
。

な
お
、
平
成
一
五
年
よ
り
国
宝
土
器
中
の
、

火
焔
型
・
王
冠
製
土
器
の
う
ち
残
存
率
の
高
い

一
口
息
は
、
ニ
グ
ル
ー
。
フ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ

三
ヶ
月
交
代
で
展
示
し
て
、
実
物
の
展
示
日
数

を
制
限
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
民
具
資
料
で
、
重
文
一
ー
越
後
縮
の
紡

織
用
具
及
び
関
追
資
料
（
二
〇
九
八
占
n
n
)
]

の
中

の
、
藍
甕
二
点
も
損
傷
し
ま
し
た
が
、
国
宝
以

外
の
破
損
し
た
土
器
―
一
八
個
と
併
せ
、
現
在

館
内
で
顛
次
修
復
作
業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

一
五
点

一
五
点

器
体
の
一
酪
破
損
と
亀
裂
―
二
虐

含
壊
も
し
く
は
大
き
な
破
損
一

0
点

固
三
土
器
の
地
襲
―
別
の
展
一
下
状
況
で
す
が
、

晨
ホ
室
に
五
五
煤
、
特
展
室
に
一
点
が
師
ら
れ

て
い
ま
し
た
゜
他
の
二
点
は
瞑
蔵
庫
に
収
納
中

で
あ
り
、
残
り
四
点
は
、
保
存
修
理
事
業
で
車

状
を
広
‘
・
＼
公
関
し
た
の
で
す
。

一
方
，
＿
一
月
九
日
に
は
、
休
日
を
返
上
し

て
の
戦
員
の
奮
闘
に
よ
り
、
応
急
処
置
を
終
え

た
博
物
館
が
、
展
示
公
開
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た

{
3

そ
の
役
、
一
一
月
二
九
日
の
文
化
庁
調
査
官

に
よ
る
被
害
調
査
を
受
け
‘
―
二
月
一
五
日
毀

損
届
け
を
文
化
庁
長
官
冠
に
提
出
し
ま
し
た
。

そ
し
て
三
月
か
ら
は
、
約
二

(
]
0
0
万
円
の

予
算
で
被
害
を
受
け
た
国
宝
土
器
三
七
点
の
災

害
復
旧
修
理
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
土

器
は
、
一
七
年
度
前
半
朗
(

1

九
月
中
旬
）
に

二
三
点
、
佼
半
期
（
九
月
中
句
ー
一
八
年
二
月

末
）
に
一
四
点
の
修
理
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

令
後
の
課
題

お
か
げ
さ
ま
で
中
越
地
震
で
被
災
し
た
国
宝

土
器
の
復
旧
も
き
ち
ん
と
目
処
が
立
ち
、
九
月

中
旬
に
は
修
復
な
っ
た
一

0
点
の
土
器
（
前
半

修
復
分
の
内
）
が
帰
還
し
ま
す
。

十
日
町
市
博
物
館
で
は
こ
れ
を
う
け
、
一
〇

月
か
ら
国
宝
修
復
記
念
を
兼
ね
た
特
別
展
「
新

十
日
町
市
の
宝
も
の
展
，
一
を
開
催
し
、
一
般
に

広
く
公
開
し
て
、
市
民
を
挙
げ
て
国
宝
の
修
復

完
成
を
祝
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

京
の
業
者
に
預
け
ら
札
て
い
て
、
幸
い
雌
を
逃

れ
る
こ
と
が
て
き
ま
し
た
。

畏
示
室
の
五
万
哀
中
．
，
五
應
が
免
襲
台
上
に

置
か
九
、
他
は
砂
袋
を
入
汎
て
台
座
に
乗
せ
、

一
部
テ
グ
フ
や
J
巷
い
て
舟
ソ
ク
ス
式
の
枷
に
展

示
し
て
あ
り
ま
し
た
。
特
晨
室
の
一
ぃ
息
は
同
椋

今
後
の
展
宗
方
怯
で
す
が
、
国
宝
土
器
に
つ

い
て
は
、
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
会
体
を
三
グ

ル
ー
ー
プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
二
か
月
サ
イ
ク
ル

で
入
れ
替
え
る
展
示
に
し
ま
す

C

ま
た
、
免
震
台
も
過
信
せ
ず
、

申
し
上
げ
ま
す
。

土
器
を
台
座

に
乗
せ
砂
袋
を
入
れ
た
上
で
可
動
面
に
テ
グ
ス

で
緊
縛
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ボ
ッ

ク
ス
式
展
示
の
土
器
も
、
台
座
に
乗
せ
て
捗
袋

で
重
心
を
低
め
、
テ
グ
ス

C

ワ
イ
ヤ
ー
に
よ
り

緊
縛
し
、
周
辺
に
衝
撃
緩
衝
マ
ッ
ト
を
敷
く
な

ど
の
地
襲
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
度
の
被
災
に
対
し

全
固
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
や
、
混
か
い
激

励
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼

被災した土器の調査

修復中の被災土器 転｛到して破損した土器
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今
月
号
で
は
「
文
化
肘
の
災
害
対
策
」
を
テ
i
マ
[
.
毎
年
一
月
二
六
旦
て
の
防
災
訓
線
・
な
ど
．
ー
文
化
財

に
特
知
し
ま
し
た
。
昨
印
の
新
潟
県
中
越
地
震
、
今
の
災
薔
対
策
に
関
し
て
さ
ま
ざ
哀
な
訳
業
を
実
施
し

年
に
入
っ
て
、
福
岡
県
西
方
沖
地
震
、
宮
城
県
沖
で
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
文
化
財
の
総
合

の
地
震
な
ど
、
大
規
模
な
地
裳
が
貶
多
く
兌
生
し
て
的
な
足
災
対
策
に
関
す
る
胴
杢
研
究
を
行
い
近
年

い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は
敬
多
く
の
台
厠
が
日
本
に
り
状
況
も
跨
・
ぎ
え
つ
つ
さ
ま
ざ
ま
な
角
皮
か
ら
検
飼

上
陸
し
、
豪
雨
に
よ
っ
て
各
地
に
阪
害
を
も
た
ら
し
を
追
め
て
い
ま
す
。

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
文
化
財
に
つ
い
て
の
さ
大
明
な
国
民
の
共
有
財
産
で
あ
る
文
化
財
を
災
審

ま
さ
ま
な
哭
害
対
策
の
需
要
が
高
ま
こ
＇
、
し
ま
す

C

か
ら
守
り
、
怜
世
に
伝
え
て
い
け
る
よ
う
、
今
茶
も

文
化
庁
で
は
、
文
化
財
保
存
修
理
事
業
や
災
害
復
文
化
財
の
災
筈
対
策
を
実
施
し
て
＇
ゞ
き
た
し
と
考
え

旧

事

業

、

防

災

施

設

睾

備

事

業

や

文

化

財

防

火

デ

ー

・

て

い

ま

す

。

斧

3

令
文
化
庁
ニ
ュ
＇
ー
ス
令

第
五
二
回
日
本
伝
統
工
芸
晟

エ・
5

:
ー・刀

くお詑びと訂茫＞
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